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概要：1) 口蓋裂言語臨床に携わっている国内の 29 名の言語聴覚士でメーリングリ
ストを立ち上げ、英国で開発された口唇裂・口蓋裂児の言語成績評価法で、施設内監査
（内部監査）および施設間監査（外部監査）をする上において非常に有用であり、妥当
性、信頼性も高く利用しやすいとされている CAPS-A(Cleft Audit Protocol for Speech 
Augmented)をはじめとする海外の動向について、文献抄読と意見交換を行った。また、
標準的な評価方法の必要性を喚起するためのセミナーを企画し、準備・運営を行った。 
2) 2015 年 1 月 31 日、2 月 1 日に東京大学において日本口蓋裂学会 Japancleft 委員
会主催「口蓋裂言語評価セミナー」を実施した。講師として CAPS-A の作成に中心的な
役割を果たした Debbie Sell（英国 Great Ormond Street Hospital 上級研究員）、およ
び CAPS-Aの運用信頼性向上を目的としたトレーニング法を開発した Triona Sweeney（ア
イルランド Temple Street Children ’s University Hospital 臨床専門言語聴覚士）を招












       
